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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 135,686 0.6 6,513 8.7 6,383 15.8 4,364 21.0
25年3月期第1四半期 134,820 0.9 5,989 46.8 5,510 77.0 3,606 201.6

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 6,722百万円 （363.7％） 25年3月期第1四半期 1,449百万円 （△11.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 4.96 4.75
25年3月期第1四半期 4.10 3.94

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 1,097,774 239,521 20.2
25年3月期 1,102,975 235,589 19.7

（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  221,656百万円 25年3月期  217,736百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
26年3月期 ―

26年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 282,000 △1.4 13,200 △5.9 12,100 △4.1 5,100 △22.7 5.80
通期 610,000 0.0 29,100 △10.0 26,500 △8.0 14,500 13.9 16.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
・四半期決算補足説明資料の入手方法について 
四半期決算補足説明資料は、ＴDnetで同日開示しています。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 881,584,825 株 25年3月期 881,584,825 株

② 期末自己株式数 26年3月期1Q 2,465,005 株 25年3月期 2,450,583 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 879,129,522 株 25年3月期1Q 879,184,191 株
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１. 当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間（平成 25 年４月１日から平成 25 年６月 30 日まで）におけるわが国経済は、政府による大胆な金融

緩和策により急速に円安・株高が進み、企業生産活動の改善や個人消費の緩やかな回復が見られた一方で、株価の乱高下や海外の景

気下振れリスク、原材料価格高騰など先行き不透明な状況で推移しました。こうした状況下、当社及び当社グループの各事業部門

は積極的な営業活動と経営の合理化に努めました結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は 1,356 億 86 百万円（前年同期

比 0.6％増）となり、営業利益は 65 億 13 百万円（前年同期比 8.7％増）、経常利益は 63 億 83 百万円(前年同期比 15.8％増)、

四半期純利益は 43 億 64 百万円（前年同期比 21.0％増）となりました。 

 

セグメント別の業績概況は、次のとおりであります。 

①（交通事業） 

鉄軌道事業については、当社では、通勤型車両 4000 系を４両導入し車両の更新を行ったほか、高架橋柱などの耐震補強、

都市計画事業の一環として高架化工事を進めるなど、安全面の強化に努めました。営業施策面では、乗車券と鵜飼観覧乗

船券などをセットにした「木曽川うかいプラン」の販売など沿線観光キャンペーンを積極的に展開し、旅客の需要喚起に

努めました。 

バス事業については、名鉄バス㈱では、新規路線として愛知淑徳大学線を開設し運行を開始したほか、「昇龍道プロジ

ェクト」の一環として、名古屋中心部～中部国際空港を結ぶ空港リムジンバス「セントレアリムジン」の運行を開始し、

需要の取り込みを図りました。また、全車両にドライブレコーダーとデジタルタコグラフを一体化した次世代型安全対策

機器の導入を開始し、安全管理の強化に努めました。 

この結果、交通事業の営業収益は 396 億 29 百万円（前年同期比 0.4％増）となり、営業利益は 48 億 79 百万円（前年同

期比 15.7％増）となりました。 

②（運送事業） 

 トラック事業については、運輸グループ各社のシステムの統一化を図るため、グループの合同プロジェクトとして情報

システム開発室を立ち上げたほか、営業拠点の集約等を引き続き進め、経営の合理化を図りました。 

 海運事業については、太平洋フェリー㈱では、本年４月に開設 40 周年を迎えた北海道航路（名古屋-仙台-苫小牧間）に

て「就航 40 周年キャンペーン」を展開し、旅客の利用促進を図りました。 

 しかしながら、トラック事業において取扱量は増加したものの輸送単価の下落もあり、運送事業の営業収益は 327 億 81

百万円（前年同期比 1.2％減）となり、営業利益は７億 77 百万円（前年同期比 5.8％減）となりました。 

③（不動産事業） 

不動産賃貸業については、当社では、昨年７月に供用を開始した「名古屋クロスコートタワー」のほか、リニューアル

工事を進め昨年８月よりテナントを誘致した「名鉄バスターミナルビル」が寄与し、増収となりました。また、名鉄協商

㈱では、名古屋市と業務提携をし、市営住宅９団地にコインパーキングを順次設置するなど顧客獲得に努めました。 

不動産分譲業については、分譲団地「名鉄陽なたの丘 蒼空の街」の販売を引き続き進めました。 

しかしながら、不動産分譲業における分譲マンションの販売引渡戸数が前年同期に比べ減少したことにより、不動産事

業の営業収益は 127 億 12 百万円（前年同期比 2.6％減）となり、営業利益は９億 90 百万円(前年同期比 20.7％減)となり

ました。 

④（レジャー・サービス事業） 

ホテル業については、「名鉄ニューグランドホテル」では、柔軟な営業施策により増収となったほか、「セントレアホ

テル」においては、法人需要の取り込みなどにより、また「名鉄イン」では、法人契約の獲得に加えインターネットを利

用した拡販への積極的な取り組みにより宿泊者数が増加しました。 

観光施設については、㈱名鉄インプレスでは、「野外民族博物館リトルワールド」にて本年３月に新規オープンした「ト

ルコ イスタンブールの街」が寄与し、入館者数が増加しました。また、中央アルプス観光㈱では、「駒ヶ根高原家族旅行

村 アルプスの丘」をリニューアルオープンするなど、新規顧客やリピーターの獲得に努めました。 

この結果、レジャー･サービス事業の営業収益は 126 億 14 百万円（前年同期比 3.0％増）となり、営業損失は前年同期に

比べ３億 23 百万円収支改善し 77 百万円となりました。 
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⑤（流通事業） 

百貨店業については、㈱名鉄百貨店では、一宮店において地下１階・４階フロアをリニューアルオープンし、顧客サー

ビスの向上を図りました。また、輸入車販売においては、積極的な営業活動により中古車販売台数が大きく増加し、増収

となりました。 

その結果、流通事業の営業収益は、348 億２百万円（前年同期比 4.0％増）となり、営業利益は３億 89 百万円（前年同

期比 118.4％増）となりました。 

 ⑥（その他の事業） 

その他の事業では、設備工事や保守整備事業での減収により、営業収益は 134 億 71 百万円（前年同期比 7.6％減）とな

り、営業損失は前年同期に比べ３億 75 百万円収支悪化し６億 37 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末においては、総資産が前連結会計年度末に比べ 52 億円減少しております。これは主として未収債

権の回収などにより受取手形及び売掛金が 119 億 40 百万円減少したことなどによるものであります。 

また、負債の部は前連結会計年度末に比べ 91 億 32 百万円減少しております。これは主として、有利子負債が全体で 22 億 27

百万円増加した一方で、支払等により支払手形及び買掛金が 149 億 79 百万円減少したことなどによるものであります。 

純資産は前連結会計年度末に比べ 39 億 31 百万円増加しております。これは主として、利益剰余金が 17 億 43 百万円、保有す

る株式の時価上昇などにより、その他有価証券評価差額金が 21 億 87 百万円増加したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績を踏ま

え検討した結果、前回公表時（平成 25 年５月９日）より変更はありません。なお、個別の業績につきましても、当初の業績予想

から変更はありません。 

業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。 
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２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  

   該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,420 12,220

受取手形及び売掛金 59,922 47,981

短期貸付金 7,508 7,494

分譲土地建物 56,221 60,048

商品及び製品 7,319 7,172

仕掛品 391 1,038

原材料及び貯蔵品 3,956 4,003

繰延税金資産 5,805 5,989

その他 12,391 15,489

貸倒引当金 △262 △244

流動資産合計 163,674 161,193

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 322,812 320,001

機械装置及び運搬具（純額） 63,890 62,951

土地 367,197 367,240

リース資産（純額） 8,961 8,579

建設仮勘定 50,326 51,483

その他（純額） 7,805 7,521

有形固定資産合計 820,994 817,777

無形固定資産   

施設利用権 7,099 6,911

のれん 278 258

リース資産 1,247 1,124

その他 3,277 3,359

無形固定資産合計 11,902 11,653

投資その他の資産   

投資有価証券 78,783 81,239

長期貸付金 302 293

繰延税金資産 12,807 11,075

その他 16,358 16,382

貸倒引当金 △1,847 △1,840

投資その他の資産合計 106,404 107,151

固定資産合計 939,301 936,581

資産合計 1,102,975 1,097,774
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 67,390 52,411

短期借入金 135,133 150,208

1年内償還予定の社債 － 10,000

リース債務 3,829 3,646

未払法人税等 3,651 1,665

繰延税金負債 1 1

従業員預り金 18,537 18,667

賞与引当金 5,247 3,082

整理損失引当金 69 67

商品券等引換引当金 1,761 1,755

その他 88,065 95,707

流動負債合計 323,689 337,214

固定負債   

社債 119,995 109,994

長期借入金 294,140 281,758

リース債務 6,919 6,508

繰延税金負債 3,696 3,662

再評価に係る繰延税金負債 63,971 63,966

退職給付引当金 28,904 28,998

役員退職慰労引当金 1,726 1,739

整理損失引当金 3,828 3,786

商品券等引換引当金 108 101

その他 20,403 20,521

固定負債合計 543,695 521,038

負債合計 867,385 858,253

純資産の部   

株主資本   

資本金 84,185 84,185

資本剰余金 18,428 18,428

利益剰余金 43,394 45,137

自己株式 △756 △760

株主資本合計 145,251 146,990

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9,387 11,574

繰延ヘッジ損益 10 10

土地再評価差額金 63,139 63,122

為替換算調整勘定 △52 △42

その他の包括利益累計額合計 72,485 74,665

少数株主持分 17,852 17,865

純資産合計 235,589 239,521

負債純資産合計 1,102,975 1,097,774
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 【四半期連結損益計算書】 
 【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業収益 134,820 135,686

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 116,639 117,176

販売費及び一般管理費 12,190 11,996

営業費合計 128,830 129,173

営業利益 5,989 6,513

営業外収益   

受取利息 29 16

受取配当金 753 845

持分法による投資利益 101 417

雑収入 741 417

営業外収益合計 1,626 1,697

営業外費用   

支払利息 2,030 1,763

雑支出 74 63

営業外費用合計 2,105 1,827

経常利益 5,510 6,383

特別利益   

固定資産売却益 225 336

工事負担金等受入額 168 124

投資有価証券売却益 138 121

その他 44 35

特別利益合計 576 617

特別損失   

固定資産売却損 28 14

減損損失 26 37

固定資産除却損 27 36

工事負担金等圧縮額 149 116

投資有価証券評価損 68 246

その他 40 54

特別損失合計 341 505

税金等調整前四半期純利益 5,745 6,495

法人税、住民税及び事業税 1,474 1,621

法人税等調整額 334 448

法人税等合計 1,809 2,070

少数株主損益調整前四半期純利益 3,935 4,425

少数株主利益 329 61

四半期純利益 3,606 4,364
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 【四半期連結包括利益計算書】 
 【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,935 4,425

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,363 2,007

為替換算調整勘定 5 10

持分法適用会社に対する持分相当額 △128 279

その他の包括利益合計 △2,486 2,296

四半期包括利益 1,449 6,722

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,198 6,561

少数株主に係る四半期包括利益 251 160
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（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　該当事項はありません。

　（セグメント情報等）

　　【セグメント情報】
　　　Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

交 通 事 業 運 送 事 業 不動産事業
レジャー・
サ ー ビ ス
事 業

流 通 事 業
そ の 他 の
事 業
（ 注 ） １

合 計
調 整 額
（ 注 ） ２

四半期連結
損益計算書
計 上 額
（ 注 ） ３

(1) 外部顧客に対する営業収益 38,907 33,069 11,288 12,011 29,945 9,599 134,820 － 134,820

(2)
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部営業収益
又 は 振 替 高

574 96 1,758 233 3,530 4,974 11,168 △ 11,168 －

計 39,481 33,165 13,046 12,244 33,476 14,573 145,988 △ 11,168 134,820

4,215 825 1,248 △ 400 178 △ 261 5,805 184 5,989

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを含んで

　　おります。　

　　　設備の保守・整備、航空事業、ビル管理メンテナンス業、保険代理店業等

２.セグメント利益又は損失の調整額184百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 （単位：百万円）

交 通 事 業 運 送 事 業 不動産事業
レジャー・
サ ー ビ ス
事 業

流 通 事 業
そ の 他 の
事 業
（ 注 ） １

合 計
調 整 額
（ 注 ） ２

四半期連結
損益計算書
計 上 額
（ 注 ） ３

(1) 外部顧客に対する営業収益 39,045 32,674 10,982 12,247 31,258 9,478 135,686 － 135,686

(2)
ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部営業収益
又 は 振 替 高

584 106 1,730 367 3,544 3,992 10,326 △ 10,326 －

計 39,629 32,781 12,712 12,614 34,802 13,471 146,012 △ 10,326 135,686

4,879 777 990 △ 77 389 △ 637 6,321 191 6,513

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを含んで

　　おります。　

　　　設備の保守・整備、航空事業、ビル管理メンテナンス業、保険代理店業等

２.セグメント利益又は損失の調整額191百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

営業収益

営業収益

セグメント利益又は損失（△）

セグメント利益又は損失（△）
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